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〈学校教育目標〉
心身ともに健康で
自ら行動する生徒の育成

〈目指す生徒像〉
○夢を持ち自ら学ぶ生徒（自主）
○心豊かで思いやりのある生徒（敬愛）
○心身ともに健康な生徒（錬磨）

コロナ禍でも、「やる気・元気・一致団結、笑顔の体育祭」

５月２９日（土）に、第３９回体育祭を開催しました。
コロナ禍ということで、感染症予防の観点から来賓をご招待せず、

保護者の観戦は各家庭１名のみと制限しての開催とさせていただき
ましたが、多くの保護者の皆様に来校いただきました。ご多用の中、
ありがとうございました。
「まん延防止等重点措置」の期間中ということで、開催できるか

心配されましたが、感染症対策を十分に行い予定通りに開催できた
のは何よりでした。また、５月末だというのにこの日に限って最高
気温が３０度を超える真夏日となり、運動をするには良いコンディシ
ョンではなく、熱中症が心配されましたが、生徒達はスローガン通
りに、やる気と元気を出して一致団結し、笑顔が絶えない体育祭と
なり、充実した一日になったことと思います。
今年度の体育祭は、オリンピックに関連した内容を取り入れて実

施しました。本校は、国内で最もオリンピック競技会場に近い学校
です。現在、新型コロナウイルスの影響で世論はオリンピック開催
に対して否定的・悲観的な考えが強く、実際に開催されるかはわか
りません。しかし、たとえ中止となっても、自分たちの学校がある
「笠幡の地」にオリンピック競技会場があるということは大変誇れ
ることです。生徒の皆さんには「郷土笠幡」を誇りに思い、愛着を
持って生活をしてもらいたいと強く願っています。そこで、開催さ
れる、されないは関係なく、オリンピックに興味を持ってもらいた
いと思い、1964年の東京オリンピックの開会式の際に世界中のアス
リート達が入場する際に演奏された「オリンピックマーチ」で入場
行進を行い、種目の中に全校生徒による「オリンピック音頭」を入
れました。また、「ミライトワ」が描かれたオリンピックメガホン・
「ソメイティ」が描かれたパラリンピックメガホンを応援グッズと
して全校生徒に配布して、縮小体育祭が少しでも盛り上がるように
しました。さらに競技面でも盛り上がるように、今年度は他学年の
生徒が協力して取り組む色別対抗種目として「大玉転がしリレー」
を取り入れました。
最後の種目の「全員リレー」も、どの学年ともに大変盛り上がり、

生徒達の頑張っている姿に感動しました。当日の頑張りだけではな
く、走る順番を考えたり、バトンゾーンの使い方を工夫したり、各
クラスで色々と作戦を考えて本番に臨んだことと思います。その作
戦通りにいった、いかなかったは関係なく、一生懸命に取り組んで
いる姿は、見ている人に感動を与えます。その中でも特に３年生の
全員リレーは、中学校生活最後の体育祭にふさわしい迫力ある内容
で、「さすが最高学年」と思わず言いたくなるリレーでした。

【美術部作成の体育祭スローガン】

【「霞ヶ関カンツリークラブ」を背景に」
「オリンピックマーチ」による入場行進】

【全校生徒による「オリンピック音頭」】

【オリ・パラ応援メガホン】

【色別対抗種目「大玉転がしリレー】

【大縄跳び】 〈合計回数〉 〈連続回数〉
３年１位：２組（202回） ３年１位：３組女子（84回）
２年１位：４組（219回） ２年１位：３組男子（88回）
１年１位：２組（157回） １年１位：２組女子（36回）
かがやき学級〈努力賞〉：合計５４回・連続２０回

【走れ綱引き】 ３年１位：３組
２年１位：３組
１年１位：４組

【全員リレー】 ３年１位：１組
２年１位：２組
１年１位：１組

【大玉転がしリレー】１位：赤団（３-２、２-３、１-４）
【総合順位】 ３年１位：２組 ２年１位：１組・４組 １年１位：１組



オリンピックを知ろう

本校は、「東京2020オリンピック」のゴルフ競技会場で
ある「霞ヶ関カンツリークラブ」に隣接しているということ
で、平成２７年から「オリンピック・パラリンピック教育」を継
続的に行い、今年で７年目になります。オリ・パラ教育の
一環として、この「霞西中だより」に、これまでオリ・パラに
関する記事を掲載してまいりましたが、今年度も継続しま
す。本号では、オリンピック競技について紹介します。
オリンピック競技について
オリンピックでは、多くの競技が行われます。何の競技
をオリンピック競技に採用するかは、国際オリンピック委
員会（ＩＯＣ）の総会で決められます。その基準は、夏季
オリンピック競技が男子では４大陸７５カ国以上、女子で
は３大陸４０カ国以上、冬季オリンピック競技が３大陸２５
カ国以上で広く行われている競技のみと、オリンピック憲
章で定められています。
オリンピック競技は、世界での競技人口や知名度など

を考慮して、大会ごとに見直されながら増えてきていま
す。オリンピック開催予定地の組織委員会が、ＩＯＣに新
たに追加する競技を提案することができます。
前回（2016年）のリオデジャネイロ大会の時には、「ゴ

ルフ」と「７人制ラグビー」が追加され、２８競技が行われ
ました。
今回の東京大会では、５競技が追加され３３競技が行

われます。今回追加される５競技は、「野球（男子）・ソフ
トボール（女子）」「スケートボード」「空手」「スポーツクラ
イミング」「サーフィン」です。
近代オリンピック第１回アテネ大会（1896年）では、８

競技しか行われていませんでした。その８競技のうち、こ
の第１回大会から今回の東京大会まで、ずっと行われ続
けてきた競技は「陸上」「競泳」「体操」「フェンシング」「自
転車」の５競技です。ただし、第１回大会の陸上のトラッ
ク競技は、現在とは反対の「時計回り」で行われ、現在の
ように「反時計回り」になったのは第４回ロンドン大会（19
08年）からです。では、なぜ走る向きを「時計回り」から
「反時計回り」に変更したのか？ その理由を示す史料
が存在していないために、はっきりとした理由はわから
ず、複数の説があります。
その一つが、「人の体の構造的特徴」によるものです。

人の体は左に心臓があり、体の重心が左半身にかかり
やすいというのがこの説の理論です。また、人間は利き
手が右、踏み込みは左足で行うことが一般的に多いこと
から、左足で重心を支えて進行方向を定めやすいという
のも理由の一つとされています。
また、「競泳」は第１回大会から第３回大会（1904年）ま

では、現在のようにプールが整備されていなかったため
に、海で行っていたそうです。

６月(June)行事予定

保護者の防災意識が重要です
ここ最近、全国で大きな地震が頻繁に起こっていま

す。幸いなことに、川越市近辺では起きていませんが、
いつ起きてもおかしくありません。本校の子供達は、
一昨年度から「防災学習」を計画的に行ってきていま
すが、いざという時には、保護者や地域の対応が大変
重要になることは言うまでもありません。そこで、保
護者の皆様に防災意識を高めていただくことを目的に、
地震の専門家を講師に招聘しての講演会をＰＴＡ家庭
教育学級として開催することといたしました。ご多用
とは存じますが、「子供の命と安全を守る」ための講演
会です。多くの保護者の皆様のご参加をお願いします。

開催通知はすでに配布済みです。参加申込書の提出
期限は６月３日（木）までになっております。

日時・会場 令和３年６月１５日（火）10:00～11:30 本校体育館
演題 「子供の命を中心において地域の防災力を高める」
講師 慶應義塾大学環境情報学部地震災害研究室准教授 大木聖子 氏
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お 知 ら せ
３年生の運動部最後の公式戦
であります「学校総合体育大会
市予選会」が、６月１１日（金）
から開催されます。６月２２日
に実施する「表彰朝会」におい
て、一つでも多くの部活動、そ
して、一人でも多くの生徒に賞
状を伝達できるように頑張って
くれることに期待しています。
なお、新型コロナウイルス感

染拡大防止のために、保護者の
会場での応援はできません。


